
平成２８年度 置賜広域病院組合決算の概要 
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（１） 決 算の概 要  

◎ 経常収益 163 億 9 百万円、経常費用 159 億 6 千万円、差引き 3 億

49 百万円の経常黒字。 

  総収支では、2 億７千 8 百万円の純利益。 

◎ 組合全体の医業収支は、医業収益 130 億 2 百万円、医業費用 152

億 16 百万円、差引き 22 億 14 百万円の医業損失。 

◎ 基幹病院（総合病院＋救命救急センター）では、延べ入院患者数

の減少により収益が減少したことに加え、給与改定による給与費の

増加などによる医業費用の増加により、医業収支は悪化。 

◎ サテライト医療施設では、延患者数の減少により収益は減少したも

のの、医業費用の縮減により、医業収支は改善。 

（（１１））入入院院  
○ 入院収益は、診療単価が増加したものの、延べ患者数が大きく減少したため、3 億 3１百万円の減少。 

○ 延べ患者数は 196,346 人で、前年度と比べ 8,963 人の減少。 

○ 診療単価は 43,488 円。うち基幹病院は、精神科リエゾンチーム加算の新規取得などにより、前年度に 

比べ 288 円上昇。サテライトは、長井病院で地域包括ケア病床を増床したことなどにより、前年度に比べ 

579 円上昇。 
  

 入院収益（百万円） 延患者数（人） 診療単価（円） 

 28年度 対前年 28年度 対前年 28年度 対前年 

組合全体 8,538 ▲331 196,346 ▲8,963 43,488 ＋286 

基   幹 7,618 ▲325 151,708 ▲7,393 50,218 ＋288 

サテライト 920 ▲6 44,638 ▲1,570 20,616 ＋579 

 

３３  各各指指標標のの状状況況  
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（（２２））外外来来  

○ 外来収益は、延べ患者数が減少したものの、診療単価が上昇したため 1 億 40 百万円の増加。 

○ 延べ患者数は 334,207 人で、前年度と比べ 3,132 人の減少。 

○ 診療単価は 12,228 円。うち基幹病院は、前年度に比べ 698 円上昇。サテライトは、前年度に比べ 

56 円上昇。 

 

 外来収益（百万円） 延患者数（人） 診療単価（円） 

 28年度 対前年 28年度 対前年 28年度 対前年 

組合全体 4,087 ＋140 334,207 ▲3,132 12,228 ＋529 

基   幹 3,060 ＋180 228,036 ＋1,610 13,417 ＋698 

サテライト 1,027 ▲40 106,171 ▲4,742 9,672 ＋56 

 

１１  決決算算のの概概況況  
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２２  患患者者のの概概況況  

（２） 平成28年度決算  
                            （単位：百万円） 

科目 組合全体 基 幹 サテライト 

経常収益 A 16,309 13,769 2,540 

 医業収益 13,002 11,004 1,998 

 対前年度増減 ▲211 ▲165 ▲46 

医業外収益 3,307 2,765 542 

経常費用 B 15,960 13,622 2,338 

 医業費用 15,216 12,946 2,270 

 対前年度増減 ▲22 41 ▲63 

医業外費用 744 676 68 

経常収支 C(A-B) 349 147 202

 対前年度増減 ▲36 ▲23 ▲13

特別損益 D ▲71 143 ▲214 

 対前年度増減 462 430 32 

総収支 C+D 278 290 ▲12 

 対前年度増減 426 407 19 

 

（３） 病院ごとの医業収支の概要 
 

基幹病院  医業収益の減少により医業収支は悪化 

・ 医業収益は、新たな診療報酬加算の取得により診療単価は上昇したものの、延患者数の 

減少の影響が大きかったため、前年度に比べ 165 百万円減少した。 

・ 医業費用は、診療材料の一括調達・共同購入の取組みにより減少したものの、人事院勧 

 告実施に伴う給与改定による給与費の増加や医療情報システム保守費の増加などにより、 

前年度に比べ 41 百万円増加した。 

・ この結果、医業収支は、前年度に比べ悪化した。 

サテライト施設  医業費用の減少により医業収支は改善 

・ 医業収益は、延患者数（入院・外来）の減少に伴い、前年度に比べ 46百万円減少した。 

・ 医業費用は、延患者数の減少に伴う診療材料等の減少や給食業務を全面委託したことな 

どにより、前年度に比べ 63 百万円減少した。 

・ この結果、医業収支は、前年度に比べ改善した。 

 


